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実施主体 
会議の 

種類 

地域ケアの５つの種類 

個別課題 

解決機能 

ネットワー

ク構築機能 

地域課題 

発見機能 

地域づくり 

資源開発機能 

政策形成 

機能 

地域包括支援

センター 

【地域レベル】 

地域ケア 

個別会議 
○ ○ ○ ○ × 

保健福祉課 

【区レベル】 

包括ケア 

会議 
○ ○ ○ ○ × 

市 

【市レベル】 

高齢者支援と

介護の質の向

上推進会議 

× ○ ○ ○ ○ 

地域ケア会議について 

○地域ケア会議は、地域包括ケアシステムの実現のための有効なツールである。 

○具体的には、個別事例の検討を通じて、多職種協働によるケアマネジメント

支援を行うとともに、地域のネットワーク構築につなげる。 

国が示す地域ケア会議の役割 

地域課題 

発見 
政策形成 

地域づくり・ 

資源開発 

ネットワーク 

構築 

個別課題 

解決 

北九州市での実施 

地域包括支援センター 保健福祉課 市レベル 

【地域ケア個別会議】 

自立支援により一層の

主眼を置き、専門職から

のアドバイスを加えて

実施 
参加者：本人・家族・民生

委員や地域住民・介護サー

ビス事業者・行政職員等 

アドバイザー：リハビリテ

ーション専門職・栄養士・

歯科衛生士等 

 

【包括ケア会議】 

地域ケア個別会議の報

告・地域課題の検討 

 
構成員：医療関係者・施設

関係者・介護サービスに関

連する事業者・職能団体・

警察関係者・法律関係者等 

【高齢者支援と介護の

質の向上推進会議】 

 
 

構成員：医療関係者・介護

サービスに関連する事業

者・職能団体・法律関係者・

学識経験者 
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市役所 市役所

総務市民局
地域振興課

市民活動推進課
生涯学習課

安全・安心推進課

都市戦略局
都市交通政策課

空き家対策推進室

都市整備局
住宅計画課

保健福祉局
地域福祉推進課

認知症支援・介護予防
課長寿社会対策課

介護保険課
地域医療課
健康推進課

危機管理室

産業経済局

区役所 第１層協議体 包括ケア会議 区役所

保健福祉課
いのちをつなぐネットワーク係

高齢者・障害者相談係
地域保健係

コミュニティ支援課

社会福祉協議会区事務所
地域支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

地区担当職員

【役　割】
・第2層協議体の課題の集約、調整

・区レベルでの互助の仕組み・資源開発

【既存組織】
保健・医療・福祉・地域連携推進協議会

【参加者（例）】
三師会、地域団体、福祉団体、ＮＰＯ、
学校関係、郵便局、企業、行政機関等

【役　割】
・困難事例に対する助言、専門的・技術的支援

・地域ケア個別会議の課題集約

【主催者】
保健福祉課・統括支援センター

【参加者】
保健・医療・福祉関係者、弁護士、

まちづくり関係団体等から10名程度の委員

保健福祉課
統括支援センター

高齢者・障害者相談係

区役所 第２層協議体 地域ケア個別会議 区役所

保健福祉課
いのちをつなぐネットワーク係

地域保健係

コミュニティ支援課

社会福祉協議会区事務所
地域支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

地区担当職員

【役　割】
・共助社会づくりに向けた意識統一

・地域ニーズ・資源の見える化
・生活支援サービス・資源開発

・地域の担い手・事業所・店舗への働きかけ

【既存組織】
校（地）区社協連絡調整会議

まちづくり協議会

【参加者（例）】
社協・自治会、民生委員、福祉協力員、ＮＰＯ、

生協、学校、福祉事業所、商店、行政等

【役　割】
・高齢者の自立支援

・個別事例の解決を通じた地域課題把握
・地域資源を活用した解決策の検討

・関係者とのネットワーク構築

【主催者】
地域包括支援センター

【参加者】
本人・家族、民生委員や自治会等の地域住民、

保健・医療・福祉関係者、介護保険事業者、
行政職員

保健福祉課
地域包括支援センター
高齢者・障害者相談係

地域保健係

区・市役所等 区・市役所等

「生活支援」・「介護予防」

●ふれあいネットワークの活動充実
（見守り・ゴミ出し・ちょっとした助け合い）

●住民主体の介護予防活動の推進
●多様な主体による生活支援サービスの創出
（買い物・外出・食事・家事支援、サロンづくり）

「医療」・「介護」

●在宅医療、かかりつけ医の推進
●医療・介護の連携推進

●在宅系サービス（訪問・通所介護）
●地域密着型介護サービスの充実

保健福祉課（区）
いのちネット係

コミュニティ支援課（区）

社会福祉協議会（市・区）
地域支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
ボランティアセンター

保健福祉局
地域福祉推進課
長寿社会対策課

総務市民局
市民活動推進課

（市民活動サポートセンター）
地域振興課
生涯学習課

安全・安心推進課

危機管理室・消防局

産業経済局
雇用政策課

商業・サービス産業政策課

保健福祉課（区）
統括支援センター

地域包括支援センター
高齢者・障害者相談係

地域保健係

在宅医療・介護連携
支援センター（5地区）

保健福祉局
認知症支援・介護予防

課
介護保険課
地域医療課
健康推進課

地　域　包　括　ケ　ア　シ　ス　テ　ム

自治会、まちづくり協議会

地　域　の　担　い　手

健康づくり・食生活改善推進員

認知症サポーター

介護予防普及員

　かかりつけ医・歯科医・薬剤師

地域包括ケアシステム構築に向けた地域の体制づくり（イメージ）

「住まい」
●居住支援　●サービス付高齢者住宅　●住宅改修

市民センター館長・職員

民間事業所、店舗

ケアマネジャー

介護・福祉事業所

市　レ　ベ　ル

区　レ　ベ　ル

校　区　・　日　常　生　活　圏　域　レ　ベ　ル

校（地）区社会福祉協議会

ＮＰＯ、ボランティア団体

【役　割】
地域包括ケアシステム構築のための市レベルの課題把握、政策形成、全体調整

【既存組織】
・社会福祉審議会

・高齢者支援と介護の質の向上推進会議
・いのちをつなぐネットワーク推進会議　など

民生委員・福祉協力員

人
材
育
成
・
活
動
支
援

人
材
育
成
・活
動
支
援

開
催
・
出
席

開
催
・
出
席

情
報
共
有
・
調
整

情

報

共

有

情
報
共
有
・調
整

協議への参加
協議要望

人材発掘・育成

活動促進

広域課題
政策要望

広域での課題解決・資源開発

政策効果

広域課題 広域での課題解決・資源開発

自助・互助・共助・公助

・
調
整

活
動
支
援

・
調
整

活
動
支
援

資源開発

依頼

地域資源

情報
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令和５年度 地域ケア個別会議（地域ケア会議）について 

 
 

地域包括支援センターが開催する地域ケア個別会議の実績について報告する。 
 

１ 会議について 

（１） 開催回数 

５８０回   定例開催：５０７回（令和元年９月より毎月開催） 
随時開催： ７３回（必要時） 

 
（２） 出席者（構成員）種別及び延べ人数 

事例に関わる介護保険事業者（通所系サービスの担当者、訪問系サービスの担当

者）は、ほとんどの会議に参加しており、状況に応じて本人・家族、地域支援者（民

生委員等）が参加する場合もある。 
アドバイザーは、区役所あるいは委託の理学療法士または作業療法士がほぼ毎回

参加、必要に応じて管理栄養士や地域担当保健師、地域支援コーディネーター、在

宅医療・介護連携支援センター職員等が参加している。 
その他として、精神保健福祉相談員、生活困窮者支援担当（行政）、難病支援担

当（行政）、歯科衛生士（行政）、警察、施設関係者（相談員等）、薬局など事例に

応じた関係者が参加している。 
 

出席者（職種） 延べ人数 

出
席
者
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

本人 １４ 
家族 ５ 
地域住民（民生委員含む） １９ 
介護支援専門員 ３０７ 
通所系サービスの担当者 １６３ 
訪問系サービスの担当者 １３５ 
福祉用具事業者 １２１ 
医療関係者 ７３ 
理学療法士または作業療法士 ４８７ 
管理栄養士 ３２２ 
地域担当保健師 ９ 
地域支援コーディネーター ２６９ 
統括支援センター（アドバイザー） ２９５ 
保護課ケースワーカー ４ 
その他 ３９６ 
小計 ２，６１９ 

主催者 地域包括支援センター ２，１９８ 
オブザーバー 統括支援センター ９７８ 

合計 ５，７９５ 
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２ 検討事例について 

（１）担当者別事例件数 

○地域包括支援センターがケアマネジメントを担当している事例  ２７４件 

○居宅介護支援事業者がケアマネジメントを担当している事例   ３０６件 

（２）選定理由 

地域包括支援センター職員の場合は、自立支援に資するケアマネジメントの実践

力向上と運営能力習得のために、担当している事例を選定しており、自立支援の事

例が中心となっている。 

   居宅介護支援事業者の場合は、ケアマネジャーの処遇困難事例や相談のあった事

例が中心となっている。 

 

選定理由（重複あり） 該当数 
要支援認定者 ３５３ 
困難を感じている事例 ２３２ 
地域課題 ４８ 

 

  

３ 実施結果 
○課題整理表を用いることで、対象者の状態や課題について関係者間で共有するこ

とができ、見通しや優先順位を踏まえた具体的な支援内容を検討できた。 
○関係者の協議やアドバイザーに助言を受けることで、出席者のスキルアップにな

った。ケアプランやアセスメントを見直すことができ、適切な支援に繋がった。 
○集う場、外出、見守り、災害時の避難方法等の地域課題が出され、一部地域の支

援につながった。 
○地域支援コーディネーターがアドバイザーとして参加し、地域のサロン等、地域

の社会資源情報が増えた。 
○居宅介護支援事業者からの事例も増え、困難事例の解決や地域課題の検討、情報

提供に繋がった事例もある。また、地域包括支援センターがケアマネジャーと共

に課題整理を行うなかで、自立支援・重度化防止の推進に向けケアマネジメント

支援を行っている。 
 
４ 包括ケア会議への報告 

   区で２ヶ月に１回開催している包括ケア会議で、地域課題を含めた検討結果を報

告し、助言を受けるとともに、介護保険制度だけでは解決できない地域課題につい

て共有している。 

 

５ 今後の課題 

（１）地域ケア個別会議の効果的な運営方法 
（２）自立支援型ケアプランに向けての支援方法 
（３）地域課題の解決に向けてネットワークの構築 

会議の機能（重複あり） 該当数 
個別課題解決 ５６３ 
ネットワークの構築 ７２ 
地域課題発見 ５７ 
地域づくり資源開発 １７ 
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令和５年度 地域ケア個別会議における地域課題について 

＜地域課題の検討事例と対応（抜粋）＞ 

 

地域課題 事  例 具体策の提案・課題 事  後 
包括ケア会議 

の意見 

外出・買い

物支援 

90代女性、要支援1 

高血圧症、糖尿病 

・利用していた路線

バスが廃止され、買

い物や受診等外出

が困難になった。 

・地域に商店もなく

生協を利用してい

るが、自分の目で見

て買い物をしたい

という希望あり。 

・今後も自宅での生

活を続けてくため

の検討。 

 

・閉じこもりを予防し地

域の健康維持と活性化

を図る。 

・コミュニケーションの

場を作ることで認知症

の予防につなげる。 

・転倒のリスクがあるた

め、普段の動作の中で生

活リハビリを実施して

いく。娘の協力も得る。 

・本人の居住する地域に

公共交通機関がなくな

ったため、新たな地域資

源の開発が必要。 

→包括や居宅事業所の

ケアマネジャーからの

声を受け、移動販売の試

行が実施された。 

・公民館前に移動販売が月

に２回来ることとなり、本

人も出向き買い物を楽し

むことができている。 

・週2回のデイサービスは

継続できており、移動販売

と合わせ外出の機会が確

保されている。 

 

特になし 

ゴミ出し

支援 

90代女性、要支援2 

長女と2人暮らし 

（長女は関節リウ

マチがあり、物を持

って階段を昇降す

ることが困難） 

脊柱管狭窄症によ

り足先のしびれ、肩

痛あり。 

・安全にゴミ出しが

できるよう、また外

出や運動の機会を

作るための方法を

検討したい。 

 

・自宅は３０段以上の急

な階段の上にあり、本人

の歩行状態が不安定で

補助具を使っても安全

にゴミ出しを行うこと

が難しい。 

（本人の意向としては、

ゴミ出しの支援を受け

たい） 

・ふれあい収集（環境局）

の相談。 

・町内会、民生委員を含

めた会議で課題を共有

し、ゴミ出しの支援がで

きないか検討してみて

は。 

・ゴミ出しができるよう

に筋力をつけるための

運動の提案。 

・デイサービス以外の運

動の機会を作るため、近

隣のサロン、昼食交流会

等を紹介する。 

・適用基準をクリアし、ふ

れあい収集の認可が下り、

週1回玄関までゴミを取り

に来てもらえるようにな

った。ゴミ出しの不安や負

担が軽減した。 

・デイサービスは継続でき

ており、積極的に運動に取

り組んでいる。 

 

なし 
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地域課題 事  例 具体策の提案・課題 事  後 
包括ケア会議 

の意見 

地域との

つながり 

80 代男性、独居、

介護認定なし 

（介護保険申請） 

妻が施設に入所し

た頃から物忘れ症

状あり 

・脳梗塞・心筋梗塞

の既往があるが未

受診 

・電気が数日止ま

る、会うたびに痩せ

ているといった状

況が起こっており、

唯一の支援者（義

娘）から負担感の訴

えあり 

・今後も一人暮らし

を続けるための検

討をしたい。 

 

・病院を受診し、身体状

況と認知症の程度を把

握する。 

・光熱費は口座振替の手

続きを勧め、義娘が金銭

管理の支援を行うこと

が難しければ、権利擁護

の導入を提案する。 

・民生委員や福祉協力員

など、地域に見守りを依

頼する。 

・病院にて認知症との診断

（長谷川式 9 点）。身体状

況の悪化なし。毎月受診し

ているが、確実な服薬はで

きていない。 

・要介護１の認定が出て、

通所介護と訪問介護の利

用を開始した。 

・光熱費の口座振替はでき

ておらず再び電気が止ま

る寸前となったため、再度

義娘に手続きを依頼した。

ケアマネジャーにも支援

を依頼し、権利擁護の提案

を行った。 

・民生委員に連絡し、地域

での見守りが開始された。 

特になし 

地域との

つながり 

８０代男性、要支援

２ 

３回/週透析治療中 

・独居が困難にな

り、サ高住に入居後

自動車免許を返納 

・もともと工場があ

った地域に建てら

れたため、スーパ

ー、金融機関などが

近隣になく、交通量

が多く事故も多い。 

・併設する病院や障

がい者施設などは

今後地域とつなが

りたいと考えてい

る。 

・フレイル予防と今

後の地域との関わ

りについて検討。 

＜①フレイル予防＞ 

・毎日、サ高住で４５～

５０分の体操には参加

している。運動習慣をつ

けることは大事だが、ま

ずはADLを評価し、その

上で今後の生活に結び

付けることが必要。 

・透析患者の食事指導 

・本人は前向きな考えを

持っている。施設内で役

割を持つことで自信を

つけてもらう。 

＜②地域とのつながり

＞ 

・本人は動きたいと希望

しており、最近は麻雀、

カラオケをしたいと話

しているため、地区のサ

ロン、市民センターの

様々な講座を紹介し、地

域とつながるきっかけ

を作る。 

・サ高住で夏祭りなどイ

ベントを企画している。 

・入居者が何に困ってい

るか確認し、地域や関係

者に発信していく。 

①  

・以前よりも活動的になっ

ている 

・併設する病院の栄養士と

情報共有している 

・デイサービス利用者や施

設の居住者やスタッフな

ど他者との交流を楽しみ

ムードメーカーのような

存在になっている。 

・施設の敷地内に来ている

移動販売で果物を購入し、

スタッフに差し入れる場

面があった。 

②  

・市民センターでカラオケ

をしている情報を地域支

援コーディネーターから

聞いたが、透析の日程と重

なり利用はしていない。 

・施設の敷地にキッチンカ

ーや移動販売が来るよう

になった。今後さらに近隣

との関りが増えたらよい。 

 

・校区のふれあい

ネットワークの

会議等の中で工

場跡地の障がい

者施設の職員や

病院の医師が講

演をするなど関

係性が少しずつ

できてきている。 

・地域とのつなが

りについて、施設

の規模、本人の状

況や意向などア

セスメントが必

要 

・共生社会、障が

い者や子どもな

ど多世代の交流

を考えると旗振

り役が必要。 

・工場跡地は交通

の便が悪く商店

もない陸の孤島

のようである。今

後、地域とどのよ

うに連携してい

くかは課題。 

 

 

6



地域課題 事  例 具体策の提案・課題 事  後 
包括ケア会議 

の意見 

認知症高

齢者を地

域で支え

る支援 

８０代女性、要介護

１、独居。 

アルツハイマー型

認知症。介護サービ

スはデイサービス

の利用拒否があり、

訪問介護を週 1 回

利用するのみ。 

・同区在住の姉の入

院を機に、物忘れが

悪化。 

・食事は毎日、横断

歩道のない交通量

の多い道路を渡っ

てコンビニに行く

ため、危険。 

今後も住み慣れた

自宅で生活を続け

るための検討をし

たい。 

 

＜理学療法士＞ 

・デイサービスでの運動

が良いと思われるが、難

しい場合は訪問リハビ

リやリハビリテーショ

ン相談事業を利用する。 

＜栄養士＞ 

・コンビニ食が中心のた

め、パンフレット『コン

ビニご飯ガイド』を活用

する。 

＜地域支援コーディネ

ーター＞ 

・地域の方の見守り体制

の1つとして、認知症サ

ポーター養成講座へ、近

隣住民やコンビニ、交番

等に参加を促してはど

うか。 

・かかりつけ医がいなかっ

たため、本人が馴染みのあ

る近医に相談し、主治医と

なってもらった。通所介護

は本人が希望しなかった

ため、訪問看護でのリハビ

リを導入。 

・『コンビニご飯ガイド』

を本人と、本人と関わりの

ある訪問介護、訪問看護、

親族、コンビニの店長へ配

布し、説明。食事の大きな

変化はないが、訪問看護に

よる健康観察が行える体

制となった。 

・会議後に、地域で認知症

サポーター養成講座を行

った。認知症サポーター養

成講座の開催前には、ケア

マネジャーと民生委員が

協力して、コンビニの店長

や交番にも声掛けを行っ

た。地域の方から、本人を

気にしていたとの声も聞

かれ、地域での認知症高齢

者の見守り体制ができた。 

認知症になって

も、一部を支援す

ることで地域で

の生活ができる

場合もある。個別

の支援が必要。企

業も認知症サポ

ーター養成研修

を受講ができる

と、認知症サポー

ターが増え、本人

のアプローチを

増やしていける。 

本人の支援とし

ては、どこにほこ

ろびがあるか、生

活スタイルの整

理が必要。 
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地域課題 事  例 具体策の提案・課題 事  後 
包括ケア会議 

の意見 

視力障害

に伴い日

常生活に

支障をき

たす方へ

の支援方

法、社会資

源の検討 

 

・７０代女性、要介

護１、独居 

・網膜色素変性症、

高血圧症、腰部脊柱

管狭窄症 

・視力障害（両視野

障害）があり歩行は

不安定、屋外は白杖

を使用し移動して

いる。自宅周辺以外

は、一人での外出は

困難であり支援者

と外出している。 

・腰部、下肢に痺れ

があり、長い距離を

歩くことは困難な

状況。 

・今後も屋外でも安

全に移動していき

たい。 

 

・以前はデイサービスの

利用に消極的だったが、

最近は意欲が向上して

いる。一方で、デイサー

ビスだけでのリハビリ

には限界があるため、訪

問リハ等の検討が必要。 

・本人の状態に合わせた

福祉機器の検討（音声タ

イプ等への変更）。 

・書類整理の為の代筆・

代読の支援としてヘル

パー導入の検討。 

・民生委員・福祉協力員

の見守りを依頼する。 

・今後安心して買い物を

継続してもらうため、専

門職に買い物の経路や

休憩場所等のルートを

確認してもらう（訪問リ

ハビリ、障害サービスで

の同行援護等の導入を

検討）。 

・白杖の訓練として福祉

用具プラザ北九州の「中

途視覚障害者緊急生活

訓練」の紹介をする。 

・外出する機会、仲間作

りの機会として「視覚障

害者のつどい」「自助グ

ループ」「就労継続支援

B型」の紹介をする。 

・血糖値が高いため、今

後も医師の指示を確認

する。高血圧があるため

減塩に注意する。 

 

・今後も定期的に受診を行

い、血糖値の確認を行う。

現時点で医師からの指示

はなし。自分なりに減塩に

気を付けて調理をしてい

る。 

・後日中途視覚障害者緊急

生活訓練の申し込みを行

った。３か月後から支援開

始。支援開始後アドバイス

を受け福祉用具の検討を

行う予定。 

・代読・代筆については介

護サービス利用時に支援

を受けて、不安が解消でき

ている。 

・民生委員・福祉協力員の

見守りの必要性を本人は

感じていない。必要が出て

きたときはつなぐ支援を

行う。 

・中途視覚障害者緊急生活

訓練時に自宅～店のルー

トの確認と同行援護サー

ビスの提案をしてもらう

予定で調整済み。 

ケアマネジャーが訓練の

進捗状況を確認し、必要時

支援を行う予定。 

委員から以下に

ついての質問、確

認あり 

・訪問介護につい

て介護保険か障

害サービスか。 

・障害福祉サービ

スで代読・代筆の

サービスがある

のか。 

・中途視覚障害者

緊急生活訓練の

利用方法につい

て。 等 
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１ 社協の活動内容 
（１） 社会福祉法人 北九州市社協の概要 

◇ 北九州市における地域福祉向上のため民間福祉活動団体として昭和４０年３月発足（社会

福祉法第１０９条）。 

◇ 平成３１年４月、市社協と７区社協法人組織統合（市社協と７つの区社協（区事務所）） 

◇ 「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」を基本理念に、市内１５５の校(地)区

社協やボランティア、関係機関・団体の皆さんと地域福祉を推進しています。 

 

（２） 主な事業 

ふれあいネットワーク活動 
市内１５５の校(地)区社協のボランティアである福祉協力員やニ

ーズ対応員（チーム）が、民生委員・児童委員等と連携し、地域の支

援が必要な世帯に定期的な見守りや簡単な助け合い活動を実施。 

ボランティア・市民活動 

○市社協・各区社協のボランティア・市民活動センターで、ボランテ

ィア活動をしたい人や団体、ボランティアを必要とする人や施設

等からの相談を受け、両者をコーディネート。 

○送迎ボランティア（シルバーひまわりサービス）、腕自慢おまかせ

サービス、災害ボランティア 

○ボランティア研修事業、福祉教育、ボランティア体験学習 

権利擁護 

日常生活上の判断に不安のある方（認知症高齢者や知的障害・精

神障害のある方）が安心して生活できるように、地域権利擁護事業

（日常的な金銭管理や福祉サービスの利用援助等）、法人後見事業

を実施。また、市民後見の養成・支援事業も実施。 

各種相談 

○生活困窮者自立相談支援事業（市委託事業）。区役所「いのちをつ

なぐネットワークコーナー」で相談支援を実施。 

○生活福祉資金貸付事業（低所得者、障害者、高齢者に対する資金

の貸付と相談） 

○終活相談事業（葬儀や供養、相続や遺言、死後委任契約など、終活

に関する相談に相談員や専門家が対応。エンディングノート「～

最期まで自分らしく～私のこれからノート」を配布。 

指定管理施設 
年長者研修大学校（周望学舎・穴生学舎）・北九州穴生ドーム、ウェル

とばた 

北九州市地域福祉活動計画

の策定・推進 

市社協が呼びかけ、地域社会の様々な福祉課題を解決するため

に、住民や地域関係団体が将来の見通しを持って活動するための

地域福祉活動計画を策定し、関係機関・団体と推進中。 

 

 

SNS で福祉の情報を配信中        

YouTube        ホームページ        インスタグラム        LINE       

【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 
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２ 地域包括ケアシステムにおける社協の役割 

（１） 校(地)区社協とは～北九州市の社会福祉協議会の構成～ 

住民に最も身近な地域で、住民参加による福祉活動を進めている 155 の校(地)区社会福祉

協議会（校(地)区社協）と７つの事務所（区社協）と市の本部（市社協）で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 

 

 

 

『北九州市しあわせ長寿プラン～幸福長寿モデル都市を目指して～』（令和６年度～令和８年度） 
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（２） ふれあいネットワーク活動について 

【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 
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（３） 小地域福祉活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 
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『地域包括ケアシステム構築に向けた地域の体制づくり（イメージ）』抜粋（北九州市） 

 

 

 

３ 地域包括支援センターと区社協「地域支援コーディネーター」の連携 

 

【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 
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【北九州市社協】令和６年度 第３回地域包括支援に関する会議資料 
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